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★町の人口★ 人口10,123人（+ 31）男4, 802 (+ 15）女5,321 (+16）世帯数3,369(+12) 61年4月末日現在（ ）内は前月との比較てす 

鷲篇舞 簿。 

ト板屋団地騨区公‘民館あ仮装 
行烈I’あひる勿親子』． 

、1こげよ 
劣落でつくつ 

楽しかったですねえ一。町民体育祭。 

楽しく気軽にみんなでスポーツをする。そこ 

から「話」が生まれ、心が通い、「和」が保たれ、 

やがては大きな「輪」に広がっていきます。 

『ふれあい体育祭』と銘打ったこの催しは、 

今年で25回を数えます。 

第1回目は、昭和36年に、それまでの 青年 

団、婦人会レクリェーション大会 を改め、市 

場小学校の運動場で行われました。当時は、今 

のように公民館対抗ではなく、青年団や婦人会、 

あるいは子ども会が合同で、玉入れ、自転車の 

遅乗り競走などの競技を行っていました。 

晴天に恵まれた今年は、25の地区公民館から 

れ 
い、ー日 

2,500 人が参加。こ走りぐっちょミや色んな競技 

で楽しい1日を過ごしました。 

最大のイベント、『仮装行列」には、20の地区 

公民館が参加、ほのぼのと、とてもかわいかっ 
た 『あひるの親子』（板屋）、会場一面ハ、笑顔を振 

りまいたダイアナさん（伏原）、リヤ力一の人力 

車も登場した『無法松』（高尾）と、昼食時のほ 

ろ酔い気分も手使って会場は、やんややんやの 

大かっさい。また、綱引きの綱が切れるという 

ハプニングもあって、とにかく、理屈抜きでい 

い―日でしたね。 

結果は、7支所が初優勝、準優勝は猿畑、以 

下3位20支所、 4位18支所、 5位2支所、 6位 

3支所でした。 

実行委員や競技役員、また交通安全協会のみ 

なさん、そして、参加したすべてのみなさん、 

大変お疲れさまでした。 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
 

ノ 

6 月は 町県民税1期分、国民健康保険税2期分の納税月です 
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衆薫競鳶薫院 同日選 挙 7 月‘日（日 
瞥纏講挙→政 党に投票します 
選（蓄姦養）挙→候補者に投票します 

、
・
ー
ノ
 

醤
奪
塗
，
 

☆
投
票
で
き
る
人
☆
 

満
二
十
歳
以
上
の
 

日
本
国
民
は
す
べ
て
 

選
挙
権
を
も
っ
て
い
 

ま
す
が
、
選
挙
人
名
 

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
 

な
け
れ
ば
投
票
を
す
 

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

住
所
を
移
転
さ
れ
、
そ
の
市
町
村
の
 

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
 

で
も
、
前
の
住
所
地
に
登
録
さ
れ
て
い
 

れ
ば
、
そ
の
登
録
地
で
投
票
で
き
ま
す
。
 

（
一
定
の
条
件
に
合
え
ば
、
不
在
者
投
 

票
も
で
き
ま
す
。
）
 

☆
不
在
者
投
票
☆
 

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
 

所
に
行
け
な
い
人
は
、
投
票
日
の
前
日
 

ま
で
の
間
に
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
 

入
場
券
と
印
か
ん
を
持
っ
て
選
挙
管
 

理
委
員
会
（
役
場
）
へ
お
い
で
く
だ
さ
 

い
。
ま
た
、
重
度
の
身
体
障
害
者
の
方
 

た
ち
の
た
め
に
、
自
宅
な
ど
で
投
票
で
 

き
る
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
も
 

あ
り
ま
す
。
 

く
わ
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
 

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

☆
入
場
券
を
も
っ
て
☆
 

町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
配
ら
れ
た
 

入
場
券
を
お
忘
れ
な
く
ご
持
参
く
だ
さ
 

い
。
入
場
券
を
な
く
し
た
と
き
、
そ
の
 

ほ
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
 

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

☆
投
票
の
時
間
☆
 

投
票
の
で
き
る
時
 

間
は
、
午
前
七
時
か
 

ら
午
後
六
時
ま
で
で
 

一
 

す。 

報
膏
下
所
 
〈 

あ
な
た
の
一
票
を
 

ム
ダ
に
し
な
い
よ
う
に
 

。 

☆
字
が
書
け
な
い
と
き
☆
 

自
分
が
書
く
の
が
原
則
で
す
が
、
身
 

体
が
不
自
由
だ
っ
た
り
、
字
が
書
け
な
 

い
た
め
に
、
自
分
で
投
票
で
き
な
い
人
 

は
、
当
日
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

係
の
者
が
か
わ
っ
て
立
合
人
の
立
合
の
 

上
で
書
い
て
く
れ
ま
す
。
 

誰
に
書
い
た
か
は
ゼ
ッ
タ
イ
他
人
に
 

話
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
 

ま
す
。
安
心
し
て
お
た
の
み
く
だ
さ
い
。
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有
権
者
も
ル
ー
ル
を
守
り
 

き
れ
い
な
選
挙
で
明
る
い
郷
土
を
 

●
花
輪
や
香
典
・
祝
儀
も
違
反
で
す
 

政
治
家
や
候
補
者
な
ど
に
、
金
を
つ
か
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
選
挙
区
内
の
人
に
寄
付
を
す
る
こ
と
は
全
面
的
に
禁
止
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
政
治
家
や
候
補
者
は
、
選
挙
に
関
係
あ
る
な
し
に
か
か
わ
 

ら
ず
、
次
の
よ
う
な
贈
物
を
す
る
と
法
律
違
反
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
有
権
者
も
、
政
治
家
や
候
補
者
な
ど
に
、
こ
の
よ
う
な
寄
付
を
 

求
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
清
潔
な
政
治
家
を
育
て
る
よ
う
に
、
私
た
 

ち
有
権
者
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

★
お
中
元
や
お
歳
暮
を
贈
る
こ
と
 

★
お
祭
り
の
と
き
に
お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を
届
け
る
こ
と
 

★
開
店
祝
い
や
落
成
式
・
起
工
式
な
ど
の
と
き
に
、
花
輪
を
贈
る
こ
と
 

★
出
産
‘
入
学
・
卒
業
・
就
職
な
ど
の
お
祝
い
に
、
お
金
や
品
物
を
贈
る
 

こ
と
 

★
結
婚
式
の
と
き
に
、
お
祝
い
の
お
金
や
品
物
を
贈
る
こ
と
 

★
旅
行
す
る
人
に
、
議
別
を
贈
る
こ
と
 

★
お
葬
式
の
際
、
香
典
や
花
輪
・
供
物
な
ど
を
贈
る
こ
と
 

★
町
内
会
や
老
人
会
な
ど
の
集
ま
り
に
、
お
金
を
寄
付
し
た
り
、
食
事
や
 

お
酒
を
届
け
る
こ
と
 

★
町
内
会
な
ど
の
団
体
旅
行
の
際
、
弁
当
や
飲
物
を
さ
し
入
れ
た
り
、
バ
 

ス
代
な
ど
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
 

★
選
挙
区
か
ら
の
陳
情
者
な
ど
に
、
食
事
や
飲
物
を
だ
し
た
り
、
お
み
や
 

げ
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
 

●
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や

空

地
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立

看
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も

違
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す

 

政
治
家
や
後
援
団
体
の
立
て
札
・
看
板
も
規
制
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
所
 

以
外
の
田
ん
ぼ
や
空
地
に
 
バ
×
）
後
援
会
連
絡
所
〈
な
ど
の
立
て
札
・
看
 

板
を
出
す
こ
と
は
、
違
反
に
な
り
ま
す
0
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A デッドヒート、地区公民館 
子ども対抗リレーA 

ト
笑
顔
を
ふ
り
ま
く
ち
ょ
っ
と
 

太
め
の
ダ
イ
ア
ナ
妃
ト
 

ト
ハ
イ
た
の
む
よ
ガ
 

ま
か
せ
て
ガ
ト
 

ト
ほ
ら
ノ
あ
そ
こ
に
も
足
が
ト
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●
役
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に
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っ
て
 

点
数
か
せ
ぎ
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猪口公子さん 

本町 

か28-2672 

▼
今
日
も
夜
警
に
回
る
後
藤
さ
ん
A
 

西
寿
の
後
藤
英
彦
さ
ん
（
六
十
一
曹
 

は
、
毎
日
、
七
時
半
か
ら
三
十
分
間
、
 

「
火
の
用
心
」
、
 

「
ガ
ス
の
取
り
扱
い
 

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
」
と
声
を
か
け
な
 

空手道の長野士郎君・秀裕君 

五
月
三
日
、
福
岡
 

市
民
体
育
館
で
、
日
 

本
空
手
協
会
主
催
の
 

第
五
回
福
岡
県
少
年
 

空
手
道
選
手
権
大
会
 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

県
内
四
十
団
体
か
 

ら
選
ば
れ
た
選
手
千
 

人
以
上
が
参
加
し
ま
 

し
た
が
、
赤
池
町
体
 

育
協
会
空
手
部
（
指
 

導
廿
桜
井
新
一
さ
ん
）
 

か
ら
も
十
四
人
の
選
 

手
が
出
場
し
て
好
成
 

績
を
残
し
ま
し
た
。
 

中
で
も
、
赤
池
中
二
年
の
長
野
士
郎
 

君
は
、
昨
年
の
形
の
部
に
続
い
て
、
今
 

年
は
型
の
部
と
組
手
の
部
の
二
種
目
に
 

優
勝
し
、
八
月
に
埼
玉
県
で
開
か
れ
る
 

長
雨
諦
鷺
 男

危
険
信
号
 

急傾斜地崩壊危険地域の基準 

①がけの勾配が30度以上あり、 

昌鷲器 -赫紫膏が発1ー 
生する恐れのある人家が5 戸 5 高 
以上ある箇所を対象としてい メさ 

ます。 
I学校、病院二旅館などがある、 

い場合は、 SF 未満も含む ノ 

郷
競
膨
 

%
％
多
多
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が
ら
寿
町
一
帯
を
夜
警
に
回
っ
て
い
ま
 

す。 昭
和
六
十
年
の
三
月
、
後
藤
さ
ん
宅
 

の
す
ぐ
裏
の
家
屋
で
火
災
が
発
生
し
、
 

老
夫
婦
が
焼
死
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
 

一
帯
は
お
年
寄
り
世
帯
が
多
 

く
、
風
呂
の
火
が
つ
い
た
ま
ま
に
な
っ
 

て
い
る
の
を
見
た
り
、
炭
住
が
多
く
、
 

一
度
火
災
が
発
生
す
る
と
大
火
事
に
な
 

る
危
険
性
が
あ
る
、
な
ど
の
理
由
で
夜
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警
を
始
め
ま
し
た
。
 

初
め
は
声
が
出
な
か
っ
た
そ
う
で
す
 

が
、
冬
場
は
、
「
ス
ト
ー
ブ
の
火
に
気
を
 

つ
け
ま
し
ょ
う
己
 
「
コ
タ
ツ
の
コ
ー
ド
 

の
破
損
は
あ
り
ま
せ
ん
か
己
 
「
時
々
換
 

気
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
毎
日
呼
び
か
 

け
る
言
葉
を
変
え
て
、
 

「
自
分
の
足
の
 

運
動
と
、
声
を
出
す
こ
と
に
よ
る
健
康
 

の
た
め
」
今
日
も
夜
警
に
回
っ
て
い
ま
 

す。 
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全
国
大
会
に
福
岡
県
代
表
と
し
て
出
場
 

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
全
国
大
会
に
は
、
同
大
会
で
 

ベ
ス
ト
8

に
入
っ
た
弟
の
長
野
秀
裕
君
 

（
市
場
小
五
年
）
の
出
場
も
決
ま
り
、
 

兄
弟
で
全
国
制
覇
の
可
能
性
も
出
て
来
 

ま
し
た
。
 

兄
の
士
郎
君
は
、
昨
年
の
全
国
大
会
 

で
も
、
型
、
組
手
共
に
優
勝
。
関
係
者
 

も
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

活躍が期待さ 

れる長野士郎 

君（県伏原） 

竹
の
子
こ
ど
も
会
が
優
勝
聾
”
郵
 

子
ど
も
の
日
に
ち
な
ん
で
五
月
四
日
、
 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
赤
池
町
子
ど
も
 

会
育
成
連
絡
協
議
会
（
大
穂
稔
会
長
）
 

主
催
の
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

前
日
か
ら
の
雨
で
開
催
が
心
配
さ
れ
 

ま
し
た
が
、
総
勢
二
十
五
チ
ー
ム
、
二
 

) 
、 

土

砂

災

害

防

止

月

間

 

11111
四
千
七
百
四
十
二
件
 

こ
れ
は
 

最
近
五
年
間
に
全
国
で
起
き
た
土
石
流
、
 

地
す
べ
り
、
が
け
崩
れ
の
数
で
す
。
 

国
土
の
四
分
の
三
が
山
地
で
占
め
ら
 

れ
る
わ
が
国
に
は
、
こ
の
よ
う
な
危
険
 

地
域
が
十
四
万
力
所
も
あ
り
ま
す
。
 

六
月
は
、
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
。
 

赤
池
町
消
防
団
で
も
、
梅
雨
を
前
に
、
 

町
内
の
災
害
危
険
個
所
を
巡
回
視
察
す
 

る
予
定
で
す
。
 

あ
な
た
の
住
む
所
は
、
い
か
が
で
す
 

か
、
点
検
と
注
意
を
お
忘
れ
な
く
。
 

百
人
の
熱
気
で
雨
雲
も
吹
き
飛
び
、
さ
 

わ
や
か
な
五
月
晴
れ
の
も
と
で
大
熱
戦
 

が
く
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

試
合
は
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
 

わ
れ
、
八
区
竹
の
子
子
ど
も
会
が
優
勝
、
 

準
優
勝
は
猿
畑
子
ど
も
会
で
し
た
。
 

つ

れ

づ

れ

に

⑩

 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 
松
本
 
た
か
し
 

暖
か
し
猫
も
弊
」
ら
ぶ
車
寄
せ
 

方
言
の
な
き
閉
鉱
山
の
地
木
々
芽
吹
く
 

轟
な
る
男
女
の
長
護
に
警
 

齢
長
け
サ
ロ
ン
で
の
愚
痴
暮
遅
し
 

新
設
の
保
健
婦
窓
口
風
光
る
 

門
前
に
出
店
の
並
ら
ぶ
甘
茶
寺
 

花
の
幕
野
宴
に
ぎ
あ
ふ
仮
舞
台
 

う
ら
ら
け
し
焼
も
の
文
化
陶
器
祭
 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
美
松
舞
踊
（
直
方
市
）
み
か
ん
 45 

』
 

〇
玉
寿
和
社
中
一
同
（
田
川
市
）
み
か
 

ん
 15 

ぬ
〇
池
本
月
美
（
上
野
）
ハ
ニ
ー
 

フ
ッ
プ
ル
 50 

本
〇
小
松
篤
生
（
上
野
）
 

缶
ジ
ュ
ー
ス
 60 

缶
、
ビ
ー
ル
 20 

本
、
清
 

悪
徳
商
法
に
気
を
つ
け
て
ク
 

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
 

相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
 

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
、
海
外
先
物
取
 

引
、
金
取
引
 

。
近
ご
ろ
お
年
寄
 

り
や
女
性
を
ね
ら
っ
た
悪
質
商
法
が
増
 

え
て
い
ま
す
。
そ
の
手
口
も
多
種
多
様
 

で
、
手
を
変
え
品
を
変
え
消
費
者
を
取
 

り
引
き
に
巻
き
込
み
、
苦
情
や
ト
ラ
ブ
 

ル
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
 

こ
う
し
た
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
 

す
る
た
め
、
町
で
は
、
み
な
さ
ん
の
身
 

近
か
な
相
談
役
と
し
て
ニ
人
の
消
費
生
 

活
相
談
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
 

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
過
大
広
告
、
商
品
 

の
質
の
管
理
や
計
量
が
正
し
く
行
わ
れ
 

て
い
な
い
な
ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
 

こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
 

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
産
業
振
興
 

課
窓
口
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

常

設

の

福

岡

県

 

消

費

生

活

セ

ン

タ

ー

 

消
費
生
活
に
つ
い
て
の
相
談
や
苦
情
 

を
お
聞
き
し
て
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
、
 

待
ち
合
い
室
 

慶
瀬
先
生
が
就
任
 

六
月
一
日
付
け
で
福
岡
県
衛
生
部
 

か
ら
慶
瀬
憲
治
先
生
が
派
遣
さ
れ
、
 

赤
池
町
立
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
だ
 

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
町
立
病
院
の
医
師
不
足
 

に
よ
る
診
療
体
制
の
立
て
直
し
、
地
 

域
医
療
の
向
上
を
目
的
に
県
衛
生
部
 

よ
り
派
遣
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
 

す。 

診
療
体
制
 
ほ
ぼ
整
う
 

先
生
は
内
科
が
専
門
で
す
か
ら
今
 

ま
で
石
尾
院
長
と
北
先
生
で
内
科
診
 

療
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
が
、
先
生
 

が
加
わ
り
内
科
が
三
人
に
な
り
ま
し
 

た
。
外
科
系
は
外
科
の
詫
摩
先
生
、
 

整
形
外
科
の
桑
野
先
生
が
お
ら
れ
ま
 

す。 
『
何
人
く
ら
い
の
患
者
さ
ん
が
 

受
診
さ
れ
て
い
る
か
』
 

一
日
平
均
百
五
十
人
、
多
い
日
は
 

二
百
人
の
患
者
さ
ん
が
来
ら
れ
て
い
 

ま
す
。
内
科
九
＋
人
、
外
科
・
整
形
 

外
科
で
六
十
人
く
ら
い
で
す
。
 

入
院
患
者
さ
ん
は
四
十
八
人
で
す
。
 

昨
年
八
月
か
ら
外
科
の
手
術
が
四
十
 

一
件
、
整
形
外
科
の
手
術
が
四
十
六
 

件
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ひ
と
 

月
に
十
件
の
手
術
が
さ
れ
た
こ
と
に
 

スタイルを少し 

変えてみました 

今月号から広報紙の 

スタイルを少し変えて 

みました。 

『広報あかいけ』 の 

タイ トルは、赤池中学 

校で美術担当の中島千 

鶴先生に版画でお願い 

しました。 

お忙しい中、無理に 

お願いし、立派なタイ 

トル文字を作成してい 

ただきました。ありが 

とうござ 

いました。 

スタイ 

ルより中 

味を 

とは思っ 

てし、るの 

ですが。 中島先生 

I 

-~ 
な
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
町
立
病
院
を
多
く
の
 

町
民
の
方
々
が
利
用
し
て
い
た
だ
け
 

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
院
長
を
は
 

じ
め
、
よ
い
先
生
が
来
ら
れ
た
こ
と
 

は
も
ち
ろ
ん
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
病
 

院
を
信
頼
し
、
病
院
の
再
建
に
協
力
 

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
か
げ
だ
と
 

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
 

地
域
の
医
療
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
 

職
員
一
同
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
 

で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
 

す。 

新しく町立病院 

に就任された 

魔瀬先生 

贋
瀬
先
生
の
経
歴
 

昭
和
三
十
一
年
二
月
二
十
日
生
れ
、
 

三
十
才
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
自
治
 

医
科
大
学
医
学
部
卒
業
、
同
年
六
月
 

福
岡
県
立
病
院
課
職
員
、
福
岡
県
立
 

朝
倉
病
院
勤
務
、
福
岡
市
浜
の
町
病
 

院
に
て
臨
床
研
修
、
昭
和
五
十
九
年
 

六
月
、
県
立
嘉
穂
病
院
内
科
勤
務
 

ー

お

 
わ
 
び

ー

 

先
月
配
布
し
ま
し
た
、
待
ち
合
い
 

室
号
外
中
「
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
 

現
在
地
に
新
築
移
転
」
と
あ
っ
た
の
 

は、 

「
昭
和
四
十
四
年
の
誤
り
で
し
 

酒
2
升
〇
早
麻
豊
（
赤
池
）
清
酒
2
升
 

o
大
庭
本
店
（
赤
池
）
ェ
ス
カ
ッ
プ
 50
 

本
o
村
上
電
器
（
赤
池
）
缶
ジ
ュ
ー
ス
 

60 

缶
〇
山
本
家
具
店
（
赤
池
）
清
酒
2
 

升
o
藤
村
酒
店
（
上
野
）
み
か
ん
の
缶
 

詰
 24 

缶
o
房
前
地
下
工
業
（
宮
田
町
）
 

清
酒
3
升
〇
吉
田
卯
惣
（
上
野
）
金
一
 

封
〇
ア
ワ
ヤ
呉
服
店
（
赤
池
）
金
一
封
、
 

乾
燥
ワ
カ
メ
2
0
o
g
o

長
野
賢
治
（
 

上
野
）
ジ
ュ
ー
ス
 30 

本
o
筑
豊
天
国
社
 

（
赤
池
）
ビ
ー
ル
 20 

本
〇
石
尾
哲
人
（
 

赤
池
）
ビ
ー
ル
 40 

本
、
ジ
ュ
ー
ス
 30 

本
 

〇
居
原
商
店
（
赤
池
）
1
0
0
0

叫
入
 

ジ
ュ
ー
ス
 10 

本
〇
立
花
杉
夫
（
市
場
）
 

金
一
封
〇
十
時
芳
子
外
旧
職
員
一
同
、
 

金
一
封
〇
舌
間
三
吾
、
堀
切
和
子
（
直
 

方
市
）
金
一
封
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
賛
助
会
費
（
一
口
廿
千
円
）
】
 

解
決
す
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
す
る
セ
 

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
 

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
 

は
一
切
無
料
で
す
。
 

③
飯
塚
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 

飯
塚
市
新
飯
塚
 20 

30 

（
総
合
会
 

館
3
F
) 

廿
0
9
4
8
1
2
2
1
0
8
5
7
 

×
 婆
 

月 ・籍柾セ乞名差」懲編事

【休館日】 
2日、 9日、15日 I 入館者へ自由に舞 

23日、30日 ！ 台を提供します。 
【福祉バス運行日】 ご利用下さい。 

休日を除く毎日 【心配ごと相談日】 

【仏教講演会】 7日、17日、27日 

6 月17日因 I 午前10時～午後3時 
午前11時～ 1 【健康相談】 

~ 第1火曜日（保健婦） ノ 

▽
社
協
セ
ン
タ
ー
・
職
員
一
同
廿
7

ロ
 

【
香
典
返
し
】
▽
徳
永
雄
作
（
松
本
）
 

▽
黒
土
孝
司
（
東
組
）
 

以
上
2
件、 

総
額
6
万
円
（
五
月
十
五
日
現
在
、
敬
 

称
略
）
 お

わ
び
と
訂
正
 

五
月
号
四
面
、
議
会
だ
よ
り
の
 

中
に
「
3
年
連
続
の
暫
定
予
算
」
 

と
あ
り
ま
し
た
が
、
「
4
年
連
続
」
 

の
誤
り
で
し
た
0

お
わ
び
し
て
訂
 

正
し
ま
す
。
 

ミニバイク（酔）にも着用を義務付lナ ヘルメット〈7月5 日から〉 



け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

(7） 第281 号 広 報 第281 号 Iム 辛長 あ か い け 昭和61年6月1日 （6 ) 、
 

‘し 

同
和
問
題
啓
発
 シ
リ
ー
ズ
 

③
 

田
川
の
部
落
形
成
と
た
た
か
い
の
歴
史
 

国
百
姓
と
部
落
を
分
断
 

部
落
の
形
成
と
差
別
法
令
 

村
に
 
「
え
た
」
身
分
の
農
業
専
業
者
 

を
つ
く
っ
て
い
っ
た
も
の
の
、
こ
の
人
 

々
と
村
の
百
姓
が
仲
良
く
な
る
こ
と
は
、
 

身
分
の
け
じ
め
が
な
く
な
り
、
ひ
い
て
 

は
封
建
支
配
の
基
盤
で
あ
る
身
分
制
度
 

が
こ
わ
れ
る
も
と
に
な
る
と
お
そ
れ
た
 

小
倉
藩
の
支
配
者
た
ち
は
、
住
居
を
分
 

け
て
「
え
た
村
」
 

（
部
落
）
を
形
成
さ
 

せ
、
百
姓
と
部
落
の
人
び
と
と
の
交
流
 

と
 
「
共
同
体
意
識
」
を
分
断
し
て
い
き
 

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
差
別
法
令
を
出
し
 

て
、
部
落
の
人
び
と
を
差
別
す
る
ば
か
 

り
か
、
こ
の
法
令
に
従
わ
な
い
者
は
、
 

百
姓
、
町
人
に
つ
い
て
も
罰
す
る
方
針
 

を
と
り
、
封
建
支
配
に
と
っ
て
都
合
の
 

よ
い
 
「
差
別
意
識
」
を
民
衆
に
注
ぎ
込
 

ん
で
い
き
ま
し
た
。
 

出
し
つ
づ
け
ら
れ
た
差
別
法
令
の
か
ず
か
ず
（
小
倉
藩
）
 

一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
 

一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
 

一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
 

一
八
四
二
（
天
保
主
）
年
 

一
七
九
一
（
寛
政
一
ニ
）
年
 

一
七
七
八
（
安
永
七
）
年
 

一
七
ニ
二
（
享
保
志
）
年
 

一
七
二
八
（
享
保
支
）
年
 

年
 

号
 

夫
ケ
条
 

三
ケ
条
 

t
ケ
条
 

夫
ケ
条
 

主
ケ
条
 

高
ケ
条
 

三
ケ
条
 

四
ケ
条
 

条
文
の
数
 

一
八
五
三
年
の
差
別
法
令
と
ほ
ぽ
同
一
同
文
。
 

髪
型
の
制
限
、
着
物
の
制
限
な
ど
く
り
返
し
制
限
し
ま
し
た
。
 

は
き
も
の
の
制
限
な
ど
。
な
お
も
差
別
の
お
し
っ
け
を
く
り
返
し
ま
し
た
。
 

着
物
の
制
限
を
強
化
。
日
常
行
動
や
祝
い
事
な
ど
に
も
多
様
な
制
限
を
加
え
 

て
行
き
ま
し
た
。
 

着
物
の
制
限
を
し
、
百
姓
‘
町
人
と
服
装
で
一
目
で
区
別
で
き
る
よ
う
に
し
 

よ
う
と
し
ま
し
た
。
 

髪
の
ゆ
い
方
を
制
限
し
、
あ
る
い
は
地
域
社
会
で
の
諸
行
事
へ
の
参
加
を
も
 

制
限
し
、
百
姓
や
町
人
と
の
分
断
を
は
か
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
 

人
別
改
（
人
口
調
査
）
帳
を
別
帳
と
し
、
身
分
差
別
を
明
確
に
し
よ
う
と
は
か
 

り
ま
し
た
。
 

宿
泊
の
禁
止
、
雨
具
や
か
ぶ
り
も
の
の
制
限
な
ど
を
行
い
、
日
常
の
交
際
を
 

分
断
し
よ
う
と
す
る
法
令
を
出
し
ま
し
た
。
 

主
 

な
 

内
 

容
 

こ
の
よ
う
に
一
連
の
差
別
法
令
が
、
 
一
四
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と
出
さ
れ
た
経
過
の
中
に
、
身
 

分
（
差
別
）
を
政
治
の
基
礎
に
す
え
て
、
民
衆
を
支
配
し
て
ゆ
く
封
建
政
治
の
ね
ら
い
と
、
そ
れ
に
反
し
 

て
、
簡
単
に
は
そ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
民
衆
の
抵
抗
が
う
か
が
え
ま
す
。
 

昭和61年6月1日 か い け あ
 

（田川郡内は9月から統一実施） 6 月1日から 

住民票の取り扱い 

"='f 

磁，鵬悪盟難III織耕葺 

法
の
改
正
に
よ
り
、
 

六
月
一
日
か
ら
住
民
 

票
の
写
し
の
交
付
、
 

閲
覧
の
取
り
扱
い
が
 

次
の
よ
う
に
変
わ
り
 

ま
す
。
 

役
場
へ
住
民
票
の
 

写
し
を
取
り
に
来
ら
 

れ
る
時
は
十
分
注
意
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑨
住
民
票
の
写
し
の
 

交
付
 

①
住
民
票
の
写
し
 

の
交
付
の
と
き
、
 

特
別
の
請
求
を
い
 

た
だ
か
な
い
と
、
 

「
続
柄
」
と
「
戸
籍
の
表
示
」
な
ど
 

が
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

（
特
別
の
請
求
と
は
、
運
転
免
許
の
 

A後
の
広
報
啓
発
の
中
で
「
え
た
．
 

ひ
に
ん
」
と
い
う
封
建
身
分
や
被
差
 

別
部
落
を
略
し
た
用
い
方
で
「
部
落
」
 

と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
ま
す
。
現
 

在
の
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
は
 

用
い
方
に
よ
っ
て
人
権
侵
害
（
差
別
）
 

一
七
二
八
年
（
享
保
十
三
年
）
に
小
 

倉
藩
は
、
最
初
の
差
別
法
令
を
出
し
、
 

そ
れ
か
ら
後
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
、
差
別
法
 

令
を
出
し
つ
づ
け
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
長
い
間
の
支
配
者
に
よ
 

る
差
別
、
分
断
政
策
の
執
よ
う
さ
に
も
 

か
か
わ
ら
ず
、
支
配
者
の
意
図
す
る
「
 

民
衆
の
分
断
に
よ
る
身
分
制
度
の
確
立
」
 

は
思
い
通
り
に
す
す
ん
だ
わ
け
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
、
百
姓
と
部
落
 

の
人
々
と
の
間
に
、
差
別
す
る
理
由
や
 

必
要
性
が
少
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
 

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
差
別
が
 

な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
 

い
間
、
強
制
さ
れ
て
き
た
差
別
的
な
生
 

活
習
慣
や
差
別
の
法
令
の
中
で
、
結
果
 

に
つ
な
が
る
こ
の
よ
う
な
用
語
は
避
 

け
る
べ
き
で
す
が
、
学
習
を
わ
か
り
 

や
す
く
す
る
た
め
、
や
む
を
え
ず
用
 

い
た
も
の
で
す
。
そ
の
点
を
十
分
ご
 

認
識
の
上
『
学
習
を
よ
り
深
め
て
下
 

さ
い
。
 

的
に
は
百
姓
、
町
人
は
部
落
の
人
々
を
 

差
別
す
る
こ
と
や
優
越
感
を
も
つ
こ
と
 

に
慣
ら
さ
れ
、
部
落
の
人
々
も
ま
た
差
 

別
に
抵
抗
し
つ
つ
も
、
こ
れ
を
は
ね
返
 

し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
力
が
出
せ
な
い
ま
 

ま
、
つ
い
に
社
会
の
中
に
「
部
落
差
別
」
 

意
識
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
 

こ
う
し
て
、
新
し
い
時
代
（
明
治
時
 

代
）
を
迎
え
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
前
 

代
の
支
配
者
の
都
合
で
つ
く
ら
れ
た
部
 

落
差
別
が
、
 

一
八
六
九
年
（
明
治
二
年
）
 

の
最
後
の
差
別
法
令
と
と
も
に
、
明
治
 

時
代
へ
と
持
ち
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
 

解
放
令
は
出
さ
れ
た
が
・
・
 

差
別
は
 

時
代
が
明
治
に
か
わ
る
と
、
も
と
の
 

武
士
の
身
分
は
廃
止
さ
れ
旧
武
士
は
士
 

族
と
さ
れ
、
ま
た
 
「
え
た
‘
ひ
に
ん
」
 

身
分
も
一
八
七
一
年
（
明
治
四
年
）
の
 

「
解
放
令
」
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
し
 

た
。
こ
の
と
き
、
明
治
政
府
は
、
士
族
 

に
対
し
て
、
当
時
の
国
の
年
間
予
算
の
 

四
倍
に
も
の
ぼ
る
金
額
を
費
し
て
、
手
 

厚
い
保
護
政
策
を
と
り
な
が
ら
そ
の
反
 

面
で
は
、
部
落
の
人
び
と
に
は
何
ら
の
 

手
だ
て
も
講
ず
る
こ
と
な
く
放
置
し
た
 

、ノ・ 

の
で
し
た
。
つ
ま
り
江
戸
時
代
の
身
分
 

政
策
に
よ
っ
て
最
底
辺
の
生
活
を
強
い
 

ら
れ
て
き
た
多
く
の
部
落
の
人
々
は
、
 

被
差
別
身
分
が
な
く
な
っ
て
も
な
お
、
 

政
府
（
明
治
政
府
）
に
よ
っ
て
差
別
さ
 

れ
つ
づ
け
、
時
代
は
か
わ
っ
て
も
最
底
 

辺
の
生
活
を
よ
ぎ
な
く
さ
せ
ら
れ
た
の
 

で
し
た
。
 

し
か
も
、
江
戸
時
代
の
差
別
政
策
に
 

よ
っ
て
差
別
意
識
を
う
え
つ
け
ら
れ
た
 

平
民
の
中
か
ら
、
身
分
が
自
分
た
ち
と
 

同
じ
に
な
る
こ
と
に
ね
た
み
や
抵
抗
を
 

も
つ
者
が
現
わ
れ
、
差
別
意
識
が
逆
に
 

強
く
な
る
あ
り
さ
ま
で
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
し
て
政
治
の
差
別
に
よ
 

っ
て
な
お
も
と
り
の
こ
さ
れ
、
つ
く
ら
 

れ
て
い
っ
た
低
位
な
部
落
の
環
境
は
、
 

民
衆
に
部
落
を
一
段
と
低
い
と
こ
ろ
と
 

す
る
差
別
意
識
を
も
た
せ
つ
づ
け
る
結
 

果
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
う
し
た
歴
史
の
流
れ
の
中
で
、
〉
」
 

く
近
年
ま
で
行
政
の
根
本
的
な
手
だ
て
 

は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
 

た。 
こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
原
 

因
で
、
部
落
差
別
は
い
つ
ま
で
も
の
一
」
 

っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
 

た
 

。 

福
岡
県
部
落
史
研
究
会
資
料
よ
り
 

今

月

の

解

放

講

座

J

 

と
 
き
 

6
月
 25 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

と
こ
ろ
 
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

申
請
や
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
な
ど
、
 

本
籍
や
続
柄
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
 

と
、
そ
の
住
民
票
の
写
し
が
役
に
立
 

た
な
い
場
合
に
、
本
籍
や
続
柄
の
記
 

載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
を
請
求
す
 

る
こ
と
で
す
。
）
 

ど
の
よ
う
な
場
合
に
本
籍
や
続
柄
 

等
が
必
要
か
に
つ
い
て
は
、
住
民
票
 

の
写
し
の
使
用
目
的
や
提
出
先
に
よ
 

り
異
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
お
調
 

べ
の
上
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
 

②
本
人
、
ま
た
は
、
同
じ
世
帯
員
以
 

外
の
人
が
請
求
す
る
と
き
は
、
理
由
 

を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

請
求
が
不
当
な
目
的
に
よ
る
こ
き
 

が
明
ら
か
な
場
合
は
、
交
付
さ
れ
ま
 

せ
ん
。
 

③
請
求
者
は
、
記
名
、
押
印
が
必
要
 

で
す
。
代
理
人
（
本
人
か
ら
依
頼
さ
 

れ
た
人
）
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
 

で
す
。
 

＠
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
 

①
住
民
票
の
記
載
事
項
の
一
部
の
み
 

を
記
載
し
た
住
民
基
本
台
帳
の
写
し
 

を
お
見
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

②
閲
覧
の
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
と
 

と
も
に
、
範
囲
を
限
定
し
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

請
求
が
不
当
な
目
的
に
よ
る
こ
と
 

が
明
ら
か
な
場
合
な
ど
の
と
き
は
、
 

閲
覧
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
 

す。 
詳
し
く
は
、
役
場
戸
籍
住
民
係
へ
お
 

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

‘
梶
す
知
驚
翻
W
か
敏
脅
貫
馴
、
 

昌
唱
一
”
よ
ー
I
●
‘
り
‘
・
・
ー
”
一
」
 

国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
 

国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
の
自
 

己
負
担
限
度
額
が
、
五
月
診
療
分
か
ら
 

月
額
五
万
一
千
円
か
ら
五
万
四
千
円
に
 

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

ど
ん
な
 

場
合
に
 

支
給
さ
れ
る
 

の
か
 

O
同
じ
人
が
、
同
じ
月
に
、
同
じ
病
・
 

医
院
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
五
万
四
千
 

円
（
低
所
得
者
は
三
万
円
）
を
超
え
た
 

場
合
は
、
そ
の
超
え
た
額
が
高
額
療
養
 

費
と
な
り
ま
す
。
 

こ
の
と
き
保
険
診
療
の
対
象
と
な
ら
 

な
い
差
額
ベ
ッ
ド
代
や
、
付
添
看
護
料
 

な
ど
は
計
算
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

☆
こ
ん
な
と
き
は
別
計
算
 

①
同
じ
病
院
で
も
入
院
と
通
院
は
別
々
 

で
合
算
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

②
同
じ
病
院
内
で
も
、
内
科
・
外
科
な
 

ど
の
科
と
歯
科
は
、
別
の
病
院
と
し
て
 

扱
い
ま
す
。
 

③
総
合
病
院
の
各
療
養
科
は
、
そ
れ
ぞ
 

れ
別
の
病
院
と
し
て
扱
い
ま
す
。
 

た
だ
し
、
総
合
病
院
の
入
院
患
者
が
 

他
の
科
の
診
療
を
受
け
た
と
き
は
、
歯
 

科
を
の
ぞ
い
て
合
算
さ
れ
ま
す
。
 

④
高
額
療
養
費
は
、
月
の
一
日
か
ら
末
 

日
ま
で
を
ー
カ
月
と
し
て
計
算
し
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
月
を
ま
た
が
っ
て
受
診
 

さ
れ
た
場
合
は
、
別
計
算
と
な
り
ま
す
。
 

た
だ
し
、
同
一
月
内
に
い
っ
た
ん
退
 

院
し
て
、
ま
た
同
じ
病
院
に
再
入
院
し
 

た
よ
う
な
場
合
は
、
合
わ
せ
て
計
算
さ
 

れ
ま
す
。
 

●
同
じ
世
帯
の
な
か
で
、
同
じ
月
に
病
 

院
に
か
か
り
、
医
療
費
を
三
万
円
以
上
 

支
払
っ
た
人
が
二
人
以
上
い
た
場
合
、
 

そ
れ
ぞ
れ
を
合
算
し
て
、
五
万
四
千
円
 

を
超
え
た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

町長の職務代理に 
ついてのお知らせ 

5 月12日から、町長の職務については、 

地方自治法の規定により、当分の間、助 

役が代理しています。 

町の事務執行については、以前と変り 

なく行われておりますのでお知らせしま 

す。 

●
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
 

っ
た
そ
の
月
以
前
一
年
以
内
に
高
額
療
 

養
費
の
支
給
を
三
回
受
け
て
い
た
場
合
、
 

四
回
目
以
降
か
ら
は
医
療
費
が
三
万
円
 

（
低
所
得
者
は
二
万
一
千
円
）
を
超
え
 

た
額
が
高
額
療
養
費
と
な
り
ま
す
。
 

●
特
定
の
病
気
で
、
大
臣
が
指
定
し
た
 

も
の
に
つ
い
て
は
、
 
ー
カ
月
一
万
円
を
 

超
え
た
額
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
 

さ
れ
ま
す
。
現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
の
 

は
、
人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
慢
性
腎
 

不
全
、
血
友
病
の
二
つ
で
す
。
 

手
続
き
は
・
・
・
 

病
院
や
医
院
で
代
金
を
支
払
っ
た
と
 

き
の
領
収
証
と
印
か
ん
を
持
っ
て
、
役
 

場
の
国
保
年
金
係
の
窓
口
で
、
高
額
療
 

養
費
支
給
申
請
書
に
記
入
し
て
手
続
き
 

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

まちづくり みんなの声が青写真一 6 月は〔まちづくり月間〕です 彦山川はあえいでいます一生活排水による河川の汚れをなくそう（6月5日からは環境週間） 



第281 号 広 報 あ か 昭和61年6月1日 （8 ) け
 

い
 

曹 

誓繋 れる大切な調査です。 

舞霧 調査の対象は、農林漁業を除くすべての事業所 

I鷲言で、会社、工場、商店、病院、学校、国鉄・私鉄、 

三蕪 旅館のほか、官公庁や神社・仏閣なども対象とな 

麟 ります。 

鷺I" 6 月下旬から県知事より任命された調査員が事 

難 業所を訪問して調査票への記入を依頼し、その後 

麟 回収にまいります。場合によっては、調査員が直 
編緯 

鷺 
】と年り：;f 

玉IiI」i主 
り量年貢 

譲i」i奪 

麟 

薯 
ら 情 
シ 
ひ 灘 

mm
業
馴
防
と
横
診
旧
／
刃
釘
》
 

圏
日
本
脳
炎
▽
赤
池
地
区
の
人
1
6

月
 

13 

日
、
町
民
会
館
、
上
野
地
区
の
人
ー
 

6
月
 25 

日
、
四
区
公
民
館
▽
い
ず
れ
も
 

時
間
『
 13
 

時
半
ー
 15 

時
、
3
歳
以
上
 

圏
三
種
混
合
▽
6
月
 20 

日
、
町
民
会
館
 

▽
 13 

時
半
、
 15 

時
▽
生
後
 24
 

カ
月
ー
 48
 

カ
月
 

圏
健
康
づ
く
り
歯
み
が
き
大
会
▽
6
月
 

8
日
囲
、
中
央
研
修
所
▽
 13 

時
か
ら
 

※
正
し
い
歯
の
み
が
き
方
の
講
習
会
や
 

き
れ
い
な
歯
を
持
っ
た
人
を
表
彰
し
ま
 

雑（一 
事業所統計調査に 

ご協力を 

7 月1 日現在で実施 

基本的な統計調査のーつである 「事業所統計調 難 

査」が7月1日現在で、全国いっせいに行われます。難I 

この調査は、わが国の経済活動の基礎である事 

業所の実態を明らかにし、経済計画’つ地域開発、 

都市計画などの施策の基礎資料として広く利用さ 

す。 

ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

川
訓
川
m
田肌験m 

圏
福
岡
県
警
察
官
採
用
試
験
▽
資
格
井
 

大
学
卒
又
は
来
春
卒
業
見
込
み
の
人
で
 

昭
和
 34 

年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
 40 

年
4
 

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
▽
一
次
 

試
験
日
1
8
月
3

日
卿
▽
受
付
期
間
廿
 

6
月
 11 

日
、
7

月
 10
 

日
▽
申
し
込
み
、
 

問
い
合
わ
せ
先
廿
福
岡
市
警
察
本
部
警
 

務
課
仕
用
係
（
福
岡
県
博
多
区
東
公
園
 

7
番
7
号
）
廿
0
9
2

(
6
2
2

)
0
 

7
0
0
ま
た
は
最
り
の
警
察
署
、
派
出
 

所
 

圏
福
岡
県
保
母
（
資
格
）
試
験
廿
7
月
 

30 

日
、
8
月
1

日
（
3

日
間
）
▽
受
付
 

1
6
月
 10 

日
1
6
月
 20 

日
▽
願
書
受
付
、
 

問
い
合
わ
せ
先
井
福
祉
事
務
所
（
田
川
 

接聞き取り調査をすることもあります。 

みなさんのご協力をお願いします。 

テニス教室の 

受講生を募集しています 

市
大
字
伊
田
3
2
9
2

の
2

田
川
総
合
 

庁
舎
内
）
合
 44 

1
8
1
1
1
 

川
欄
ー
m
謙m 

醜 

圏
乳
児
保
育
相
談
▽
6
月
 16 

日
囲
、
町
 

民
会
館
▽
 10 

時
、
 11 

時
半
▽
生
後
2

カ
 

月
ー
 12 

カ
月
 

圏
心
配
ご
と
相
談
▽
7

日、 

17 

日、 

27
 

日
▽
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
 10 

時
、
 15 

時
 

圏
健
康
相
談
▽
毎
月
第
一
火
曜
日
▽
福
 

祉
セ
ン
タ
ー
 

圏
交
通
事
故
相
談
 

田
川
市
役
所
市
民
相
談
室
▽
6
月
 16 

日
 

直
方
市
役
所
市
民
相
談
室
▽
6
月
 19 

日
 

飯
塚
市
役
所
市
民
相
談
室
▽
6
月
3

日、 

26 

日
▽
時
間
は
い
ず
れ
も
 10 

時
ー
 15 

時
 

（
受
付
）
 

レ対象者一＝町内在住者および町内に務めている中 

学生以上の人 

レ期 間＝=6 月15日～8月24日までの毎週日曜日 

(14時～16時） 

レ場 所一町民テニスコート 

ン受講料一3千円 

ン用 具一個人で持参（ただしボールは主催者で 

用意） 

レ主 催一赤池町体育協会テニス部 

レ申し込み、問い合せ先＝=6 月15日までに赤池町 

体育協会事務所（町民会館）廿28-4100へ 

」
」
」
？
「
一
 

麟 
麟 
麟 

曹 
y、：臓了一長舞雲詳一表 提 忠 

~ 町議会議員補欠選挙も同時に 三 

~ 
三 

i 提出された辞表が、30日付けで受理されたことが報告さ ています。 

＝ ュー ーエ 1 ' ,己己ユ￥」」イln ,」． 、己己と地ニユ,、工左n ~ コ立,エよ rl ユ , ーハhl 、「“→ 1 」 三 

~ 

三 な一‘71しはばりな二いとく」」つ しいよ 9 。 

5月31日開かれた町議会全員協議会で、池永町長から 

提出された辞表が、30日付けで受理されたことが報告さ 

れました。 

地方自治法によると「市町村長は、退職しようとする 

ときは、20日以内に、当該地方公共団体の議会の議長に 

その旨を申し出なければならない」とされています。 

この法定期日前に退職する場合は、議会の同意が必要 

ですが、そうでない場合は、辞表受理の20日後に退職と 

なリ、6月19日が退職の日となります。 

一方、辞表を受理した議長は、 5 日以内に町の選挙管 

理委員会に通知、これを受けた選挙管理委員会は、 3 日 

以内に選挙の期日を決め、県の選挙管理委員会へ報告し 

なければならないとなっています。 

現在のところ、 6月6 日に選挙管理委員会が予定され 

ています。 

選挙期日は、選管が通知を受けた日から50日以内とな 

っており、 7月20日前後までに町長選挙が行われること 

になります。 

なお、「同一の地方公共団体の他の選挙が行われるとき」 

は、町議会議員の補欠選挙も行わなければならないこと 

になっており、欠員による町議会議員補欠選挙も町長選 

挙と同時に行われる予定です。この場合任期は残り期間 

（昭不ロ62年4月まで）となリます。 

立候補受付期日など、選挙のスケジュールについては 

決まりしだいお知らせします。 

水道は暮しを守るお母さん16月1日～7日 水道週間 


